
前年産との比較

① 対 比 ② ③＝①×② 対 比 ④ ⑤＝④×② ⑥ ⑦＝②/⑥

ha ha ％ kg t ％ ha t kg

北 海 道 114 400 △  200 100 475 543 400 △ 104 100 84 112 500 534 400 535 89

作付面積
（子実用）

10ａ当たり
平年収量区　分

（参　考）
主食用作付
見込面積

作　況
指　数

予想収穫量
（主食用）

10ａ当たり
予想収量

対 差

予想収穫量
（子実用） 前年産との比較

対 差

北海道

（作況指数　89）

　475（㎏）

南空知

469

（89）

日高

459

（95）

石狩

484

（93）

北空知
510

（91）

上川

461

（83）

後志

498

（96）

檜山

458

（92）
渡島

472

（97）

胆振

451

（92）

十勝

339

（88）

網走

254

（57）

留萌

436

（87）

【調査結果の概要】 

１ 北海道における平成21年産水稲の作付面積（子実用）は11万4,400haで、前年産に

比べて200ha減少した。

うち、主食用作付見込面積は、11万2,500haが見込まれる。

２ 10月15日現在における水稲の作柄は、10ａ当たり予想収量475kg（作況指数89）が

見込まれる。

３ 以上の結果、予想収穫量（子実用）は54万3,400ｔが見込まれる。

また、主食用作付見込面積に10ａ当たり予想収量を乗じた予想収穫量（主食用）は

53万4,400ｔが見込まれる。
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○ 作付面積（子実用）とは、青刈り用の面積を除いた面積である。

○ 主食用作付見込面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む）から、生産調整カウントとなる米穀

等（加工用米、新規需要米等）の面積を除いた面積（見込み）である。

○ 作況指数とは、10ａ当たり平年収量に対する10ａ当たり（予想）収量の比率である。

図 作柄表示地帯別10ａ当たり予想収量（10月15日現在） 

平成21年10月30日公表 

平成21年産水稲作付面積及び予想収穫量（10月15日現在） 

平成21年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現在） 

（北海道） 

10ａ当たり予想収量は475㎏（作況指数89）の見込み



前年産との比較

① 対 比 ② ③＝①×② ④ ⑤＝②/④

ha ha ％ kg ｔ kg

北 海 道 114 400 △  200 100 475 543 400 535 89   

石　狩 7 870 △  30 100 484 38 100 518 93   
南空知 23 400 △  500 98 469 109 800 525 89   
北空知 29 000  400 101 510 148 000 558 91   
上　川 30 400  100 100 461 140 200 555 83   
留　萌 4 620  0 100 436 20 100 499 87   
渡　島 2 990 △  10 100 472 14 100 486 97   
檜　山 4 200 △  30 99 458 19 300 500 92   
後　志 5 010  30 101 498 24 900 517 96   
胆　振 3 860 △  60 98 451 17 400 488 92   
日　高 1 760 △  60 97 459 8 070 484 95   
十　勝  18  1 106 339  61 386 88   
網　走 1 270 △  60 95 254 3 220 447 57   

注：１　ラウンドの関係で、計と内訳が一致しないことがある。

　　２　表中の「△」は減少を示す。

作況
指数

区　分

対 差

10ａ当たり
予想収量 10ａ当たり

平年収量

（参考）
作付面積

（子実用）
予想収穫量
（子実用）

１ 作付面積

平成21年産水稲の作付面積（子実用）は11万4,400haで、前年産に比べて200ha減
少した。

これは、生産調整等により他作物への転換等があったためである。
うち、主食用作付見込面積は、11万2,500haが見込まれる。

２ 作柄の概況

10月15日現在における北海道の水稲の作柄は、全もみ数が平年に比べてやや多か
ったものの、登熟が不良と見込まれることから、10ａ当たり予想収量は475㎏(作況
指数89)が見込まれる。

全もみ数が平年に比べてやや多くなったのは、穂数が６月上中旬の低温、日照不
足により分げつが抑制されやや少ないものの、１穂当たりもみ数が６月下旬から７
月上旬が総じて高温で経過したこと等による。

登熟の「不良」が見込まれるのは、７月中下旬の低温による不稔もみの発生や、
８月後半からの低温傾向により、粒の肥大・充実は抑制され粒重が減少したことに
よる。

また、青未熟粒等の発生もあったことから減収が見込まれる。

３ 予想収穫量

以上の結果、予想収穫量（子実用）は54万3,400ｔが見込まれる。
また、主食用作付見込面積に10ａ当たり予想収量を乗じた予想収穫量（主食用）

は53万4,400ｔが見込まれる。

【調査結果】 
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【統計表】 

１ 平成21年産水稲の作付面積及び予想収穫量（10月15日現在） 



　区　　分 最盛期の比較

対平年 対前年 対平年差
月　 日 月　 日 月　 日 ％ ﾎﾟｲﾝﾄ

北 海 道 　9. 26    10.  5    10. 14 ９日遅 ６日遅 97 △ 3 

石　狩 　9. 27    10.  5    10. 13 ９日遅 10日遅 100 0 

南空知 　9. 26    10.  3    10. 12 ９日遅 ７日遅 99 △ 1 

北空知 　9. 25    10.  4    10. 12 ８日遅 ５日遅 99 △ 1 

上　川 　9. 26    10.  4    10. 15 ９日遅 ４日遅 96 △ 4 

留　萌 　9. 24 　  9. 29 　 10. 13 ５日遅 １日早 96 △ 4 

渡　島  10.  4    10. 11    10. 18 10日遅 ６日遅 93 △ 5 

檜　山 　9. 29    10.  7    10. 16 ７日遅 ５日遅 94 △ 3 

後　志 　9. 21    10.  3    10. 13 ８日遅 ５日遅 98 △ 1 

胆　振  10.  1    10.  8    10. 17 10日遅 ２日遅 85 △ 14 

日　高 　9. 26    10.  7    10. 16 ８日遅 ２日遅 94 △ 5 

十　勝  10.  3    10. 10    10. 17 ９日遅 ６日遅 82 △ 16 

網　走  10.  2    10.  8    10. 15 10日遅 ２日遅 98 △ 1 

    である。

刈 取 期
刈取済面積割合

注：刈取期の始期とは刈取済面積割合が５％、最盛期は同50％、終期は同95％にそれぞれ達した期日

始 期 最盛期 終 期

10ａ当たり 10ａ当たり
収　　　量 平年収量

ha kg ｔ kg

平成 11　 138 500 534 739 200 103 516

12  134 900 540 729 100 103 526

13  122 000 526 642 100 100 526

14  120 200 482 579 800 91 528

15　 117 800 385 454 000 73 528

16　 120 500 518 623 900 98 528

17　 119 100 573 682 600 109 528

18　 115 400 558 643 900 105 530

19　 116 000 520 603 200 98 532

20　 114 600 565 647 500 106 534

年　産 作付面積 収穫量 作況指数
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◎ 水稲調査結果の利活用

・ 「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」に基づき毎年定めるこ
ととされている米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針及び米穀の需
給見通しのための基礎資料

・ 集荷円滑化対策において、過剰米数量算出の必要性の判断及び過剰米数
量算出のための基礎資料

・ 「食料・農業・農村基本計画」における生産努力目標の策定及び達成状
況の確認のための基礎資料

・ 農業災害補償法に基づく農作物共済事業において共済基準収穫量算定の
ための基礎資料

・ 水田・畑作経営所得安定対策（品目横断的経営安定対策）の推進のため
の資料

２ 平成21年産水稲の刈取期及び刈取済面積割合（10月15日現在） 

【関連するデータ、情報】

◎関連データ 

１ 水稲（子実用）の年次別推移（北海道） 



刈取最盛期　出穂最盛期

半旬別気象の平年比較（観測地点：北見）

田植最盛期

本年

平年

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

　 　４月　　　 　  ５月　　 　　　 ６月　　　 　 　 ７月　　　  　 ８月　　　　　 ９月　　　  　 10月
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半旬別気象の平年比較（観測地点：旭川）

本年

平年

　出穂最盛期田植最盛期
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半旬別気象の平年比較（観測地点：岩見沢）
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刈取最盛期　出穂最盛期

半旬別気象の平年比較（観測地点：札幌）

田植最盛期

本年

平年

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

　 　４月　　　 　  ５月　　 　　　 ６月　　　 　 　 ７月　　　  　 ８月　　　　　 ９月　　　  　 10月
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資料：「アメダス気象データ」 
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２ 気象経過と生育ステージ（主な観測地点）

南 空 知 



単位：kg

2.00mm 1.95mm 1.90mm 　1.80mm

北　海　道 475 318 390 434 466
石　　　狩 484 316 394 442 476
南　空　知 469 287 375 420 460
北　空　知 510 358 424 470 498
上　　　川 461 331 397 430 454
留　　　萌 436 318 369 405 428
渡　　　島 472 385 430 452 468
檜　　　山 458 341 403 430 452
後　　　志 498 308 393 452 490
胆　　　振 451 303 381 421 445
日　　　高 459 340 386 428 452
網　　　走 254 114 180 233 251

注：１　平均対差に用いた平均値は、直近５カ年の重量割合の平均値である。
　　２　選別ふるい目幅別10ａ当たり収量とは、表頭のふるい目幅を使用した際に得られる10
　　　ａ当たり収量のことである。
　　３　未熟粒・被害粒等の混入が多く農産物規格規程三等の品位に達しない場合は、再選別
　　　を行っており、その選別後の値を含んでいる。

10ａ当たり
収　　　量

(1.70mm選別)

選別ふるい目幅別10ａ当たり収量

　地　帯

　区　分

：％
：ﾎﾟｲﾝﾄ

北　海　道
本 年 値 100.0
平均対差

石　　　狩
本 年 値 100.0
平均対差

南　空　知
本 年 値 100.0
平均対差

北　空　知
本 年 値 100.0
平均対差

上　　　川
本 年 値 100.0
平均対差

留　　　萌
本 年 値 100.0
平均対差

渡　　　島
本 年 値 100.0
平均対差

檜　　　山
本 年 値 100.0
平均対差

後　　　志
本 年 値 100.0
平均対差

胆　　　振
本 年 値 100.0
平均対差

日　　　高
本 年 値 100.0
平均対差

網　　　走
重量割合 本 年 値 100.0

平均対差

9.0 5.2 1.6 
△ 5.3 4.8 △ 0.3 1.0 0.0 △ 0.2

重 量 割 合
32.3 41.7 10.2 

△ 0.33.9 5.2 2.5 1.1
重 量 割 合

21.2 45.9 17.3 9.0 5.3 1.3 
△ 12.4

重 量 割 合
平 均 対 差

7.6 1.7 

20.9 
△ 9.2 1.4 6.6 3.1

7.3 1.0 
△ 1.0 △ 0.9

9.1 35.6 26.1 

18.3 43.6 17.0 11.8 

34.6 39.9 4.9 1.3 13.4 5.9 

5.3 1.9 
2.4 0.5

1.0 43.1 38.4 9.4 4.7 
△ 0.5

△ 23.2

3.4 

9.8 5.2 5.3

△ 0.50.5

29.5 43.5 11.6 8.2 

5.2 1.5 31.2 40.5 14.4 7.2 

24.6 45.5 

39.2 18.7 9.5 8.5 

26.2 39.1 
△ 16.7 5.4

2.0 

7.1 

1.90㎜

1.6 9.9 

26.2 6.7 

ふ　　　る　　　い　　　目　　　幅
合　計

40.7 15.1 9.3 

1.70㎜1.80㎜2.00㎜ 1.95㎜2.10㎜以上

重 量 割 合

重 量 割 合

重 量 割 合

△ 18.1 4.3

△ 20.8 4.4
22.1 

重 量 割 合

重 量 割 合

重 量 割 合

重 量 割 合

重 量 割 合

重 量 割 合

0.5

0.0

0.8

2.0 

6.2 4.0 3.1

5.5 3.9
16.1 

1.9

4.0 0.0

13.0 

8.2 4.2

9.0 2.3 

6.9 1.9

4.55.8

△ 0.4

△ 4.4 5.1

5.6 

2.5 0.3

△ 23.0 9.1

△ 13.9 2.3

3.5 1.6 0.3 0.1

△ 20.8 4.5 3.4 0.26.5 6.2

2.8

△ 0.2

△ 5.1

区　分区　分

単位

区　分

地 帯

本調査では、飯用に供し得る玄米の全量を把握することを目的としていることから、収量基準は農産

物規格規程三等の品位（整粒歩合45％）以上に相当するよう、ふるい目幅1.70㎜以上で選別された玄米

の重量としている（ 参考２】参照 。【 ）

農家等が販売するために使用している選別ふるい目幅は、地域、品種等により異なるため、刈取り済

みの地域について、ふるい目幅の重量割合とふるい目幅別10ａ当たり収量を示すと次のとおりである。

【参考１】

平成21年産水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況及び10ａ当たり収量内訳

（北海道）
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【参考２】
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三等不合格

10ａ当たり収量

（災害が発生した場合）

水稲収穫量調査は、飯用に供し得る米の全量を把握することを目
的として、作況標本筆ごとに一定面積の稲を刈取り、農産物規格規
程三等（整粒歩合45％）以上に相当するよう､ふるい目幅1.70mm以上
で選別を行い､その重さを計測している（下図参照）。

被害量を除外 くず米

１筆ごとの
10ａ当たり玄米重

1.70mm以上

農産物検査員
による品位検査

水稲収穫量調査の流れ

作況標本筆（北海道630筆）

1.70mm未満

再選別

三等に達するまで
ふるい目を大きくする

飯
用
に
供
し
得
る
米
の
選
別

刈取り（坪刈り）

ふるい選別

脱穀・乾燥・もみすり

ふるい目幅別に重量を
測定
（1.70mm～2.20mm
　0.05mmきざみ）

三
等
以
上

被害調査筆等
で調査

コンバインの
ロスを除外



【調査の概要】 

１ 調査の目的

本調査は、作物統計調査の作付面積調査及び水稲調査の中の予想収穫量調査と
して実施し、水稲の作付面積、作柄状況、予想収穫量を明らかにすることにより、
生産対策、需給調整、経営安定対策、技術指導等の農林水産行政推進のための資
料とすることを目的としている。

２ 調査対象数

（１）作付面積調査 標本単位区：802単位区 巡回・見積り：180市町村
（２）予想収穫量調査 作況標本筆：630筆 作況基準筆：53筆

巡回・見積り：180市町村

３ 調査事項

水稲の作付面積、は種期の遅速、田植期の遅速、活着の良否、草丈の長短、茎
数の多少、穂数の多少、もみ数の多少等の生育状況、登熟状況、被害状況、耕種
状況。

４ 調査期間

（１）作付面積調査：７月15日現在
（２）予想収穫量調査：10月15日現在

５ 調査方法

（１）作付面積調査
調査は、標本単位区に対する職員及び統計調査員による実測調査並びに職員

による巡回・見積りにより行った。
（２）予想収穫量調査

調査は、作況標本筆、作況基準筆及び被害調査筆に対する職員による実測調
査及び作況基準筆結果に基づく巡回・見積りにより行った。

６ 集計方法

（１）作付面積調査
対地標本実測調査結果及び巡回・見積り結果により取りまとめている。

（２）予想収穫量調査
調査事項について、作況標本筆調査結果を集計し、作況基準筆結果に基づく

巡回・見積りにより補完して取りまとめている。

７ 用語の解説

（１） とは、子実の生産以前に刈り取られるもので、飼肥料用などとして用青刈り
いられるものである。

なお、青刈りには、稲発酵粗飼料（ホールクロップサイレージ 、わら専用稲）
等を含む。

（２） とは、10ａ当たり平年収量に対する10ａ当たり（予想）収量の比率作況指数
である。

（３） とは、水稲の栽培を開始する以前に、その年の気象の推10ａ当たり平年収量
移や被害の発生状況などを平年並みとみなし、最近の栽培技術の進歩の度合や
作付変動等を考慮し、実収量のすう勢をもとに作成したその年に予想される10
ａ当たり収量をいう。
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作柄表示地帯

石　　狩

南 空 知

　長沼町、栗山町、月形町

北 空 知

　奈井江町、上砂川町、浦臼町、新十津川町、妹背牛町、秩父別町、雨竜町、

　北竜町、沼田町、幌加内町

上　　川

　留萌支庁管内のうち天塩町、幌延町

留　　萌 　留萌市、留萌支庁管内のうち増毛町、小平町、苫前町、羽幌町、初山別村、

　遠別町

渡　　島 　函館市、北斗市、渡島支庁管内

檜　　山 　檜山支庁管内

後　　志 　小樽市、後志支庁管内

胆　　振 　室蘭市、苫小牧市、登別市、伊達市、胆振支庁管内

日　　高 　日高支庁管内

十　　勝 　帯広市、十勝支庁管内、釧路市、釧路支庁管内

網　　走 　北見市、網走市、紋別市、網走支庁管内、根室市、根室支庁管内

対　象　地　域　　　

　旭川市、士別市、名寄市、富良野市、上川支庁管内、稚内市、宗谷支庁管内、

　札幌市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、石狩支庁管内

　夕張市、岩見沢市、美唄市、三笠市、空知支庁管内のうち南幌町、由仁町、

　芦別市、赤平市、滝川市、砂川市、歌志内市、深川市、空知支庁管内のうち

８ 作柄表示地帯
北海道における作柄表示地帯は、下表のとおりである。

- 8 - 

９ その他

（１）統計数値については、以下の方法によって四捨五入しており、合計と内訳の計

が一致しないことがある。

７けた以上 ６けた ５けた ４けた ３けた以下

(100万) (10万) (万) (1 000） (100)

　四捨五入するけた（下から） ３けた ２けた １けた 四捨五入しない

四捨五入する前 1 234 567  123 456  12 345  1 234   123 

四捨五入した数値 1 235 000  123 500  12 300  1 230   123 
例

原　　数

この統計調査結果は、北海道農政事務所ホームページ「統計部 「農林水産統計」に掲載」
しています。

http://www.maff.go.jp/hokkaido/toukei/index.htmlホームページアドレス

【問い合わせ先】

農林水産省 北海道農政事務所 統計部

本公表資料に関する問い合わせ先

生産流通消費統計課 生産統計第２係

電話 ：(011) 642－5619（ダイヤルイン）

その他農林水産統計資料に関する問い合わせ先

統計企画課 企画係

電話 ：(011) 642－5609（ダイヤルイン）

（２）表中の「△」は、減少したものを示す。

　　　　 平成22年２月１日現在で、2010年世界農林業センサスを実施します。

　　　 　調査員がお伺いしましたら、ご協力をお願いします。

　　　　 　農林業センサスホームページＵＲＬ ： http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJDFFile false

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /Description <<

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /FRA <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /PTB <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



